
　

松
川
町
消
防
団
長
に
４
月
１
日

よ
り
就
任
し
ま
し
た
大
島
で
す
。
歴

史
と
伝
統
あ
る
松
川
町
消
防
団
の

歴
代
の
団
長
の
皆
様
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
功
績
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月　

日
、　

日
に
発
生
し
た

１４

１６

熊
本
地
震
で
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
は
、
自

衛
隊
や
警
察
の
大
規
模

な
救
助
活
動
が
目
立
ち

ま
す
が
、
地
元
で
陰
な

が
ら
活
躍
し
て
い
る
消

防
団
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　
　

日
の
本
震
で
壊
滅

１６
的
被
害
に
あ
っ
た
小
さ

な
村
の
消
防
団
員
は
、

自
分
も
被
災
者
で
あ
り

な
が
ら
、
家
族
を
避
難

さ
せ
た
後
、
集
ま
っ
た

９
人
で
地
区
内
を
声
か

け
し
、
瓦
礫
の
中
か
ら
７
名
も
の

命
を
救
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
避
難
所
で
の
炊
き
出

し
の
配
給
や
、
渋
滞
す
る
道
路
の

交
通
誘
導
を
行
い
、
空
き
巣
被
害

の
情
報
が
あ
れ
ば
、
地
区
内
を
警

備
巡
回
し
て
い
る
と
い
う
事
例
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
皆
、
地
域

を
愛
す
る
と
い
う
気
持
ち
か
ら
の

行
動
で
あ
り
、
消
防
団
の
使
命
だ

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
近
年
、
全
国
的
に
若
者
の

消
防
団
離
れ
が
進
み
、
当
松
川
町

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
自
営
就
業
者
の
減
少
と
、
町
外

勤
務
者
の
増
加
と
変
則
勤
務
の
増

加
と
い
う
社
会
情
勢
の
変
化
が
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
し
ょ
う
か
？

　

消
防
団
と
は
何
か
と
考
え
ま
す

と
、「
自
分
達
が
住
む
町
・
地
域
を

自
分
達
の
手
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
か
ら
訓
練
を

重
ね
、
地
域
住
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
安
心
、
安
全

な
町
を
築
い
て
い
く
。
こ

の
こ
と
が
消
防
団
の
根
本

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現

団
員
の
中
に
も
、
か
な
り

厳
し
い
勤
務
条
件
で
も
限

り
あ
る
時
間
を
や
り
く
り

し
、
地
域
の
為
に
消
防
団

活
動
を
頑
張
っ
て
い
る
者

が
い
ま
す
。

　

こ
の
文
章
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た

町
内
の
皆
様
。
厳
し
い
勤
務
条
件

の
中
、
消
防
団
活
動
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
入
団
し
て
い

た
だ
き
、
一
緒
に
町
、
地
域
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

松
川
町
消
防
団　

団
長

大
島　

賢
悟
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２
面　

平
成　

年
度
公
民
館
ス
タ
ー
ト

２８

３
面　

平
成　

年
度
公
民
館
組
織
構
成

２８

４
・
５
面　

新
公
民
館
愛
称
募
集

６
面　

み
ん
な
で
仲
良
く

　
　
　

み
ん
な
の
宝

７
面　

ひ
と
・
子
ど
も
の
詩
・
短
歌

８
面　

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　

視
点
・
ぺ
ん
ぺ
ん
草

 　今こそ消防団へ！ 

怪 悔回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回

央まつかわ百 景
「キリシマツツジ」（台城公園）
　　5月の連休ごろに町内で見ごろを迎える。
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挨
拶
運
動
の
た
め
、
朝
の
街
頭

に
立
っ
て
い
る
と
、「
何
や
っ
て
ん

の
コ
イ
ツ
？
」
と
い
う
目
で
見
ら

れ
る
。
見
ら
れ
て
ば
か
り
い
て
も

癪
な
の
で
見
返
す
と
、「
返
す
返
す

も
情
け
な
い
町
だ
な
。
」
と
思
う
。

　

子
ど
も
が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て

い
る
の
に
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
減
速

し
な
い
高
級
車
乗
り
。
徘
徊
す
る

よ
う
に
挨
拶
も
せ
ず
う
つ
む
い
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
健
康
志
向
。

手
前
の
子
ど
も
の
遅
刻
を
防
ぐ
た

め
に
通
学
路
を
爆
走
す
る
親
。
送

り
届
け
た
後
に
幼
子
連
れ
で
国
会

並
み
に
議
論
を
交
わ
す
主
婦
。

　

と
あ
る
教
育
学
者 
曰 
く
、「
防
災

い
わ

や
環
境
思
考
な
ど
を
根
幹
か
ら
立

て
直
す
に
は
子
ど
も
を
教
育
す
る

し
か
な
く
、
大
人
は
一
時
的
な
反

省
し
か
し
な
い
。
」
と
の
事
だ
。

　

そ
う
言
っ
た
面
で
は
、
子
ど
も

の
双
肩
に
か
か
る
重
圧
は
大
き
く
、

国
が
抱
え
る
負
債
、
環
境
問
題
、

超
高
齢
化
社
会
と
ダ
メ
な
大
人
が

作
っ
て
し
ま
っ
た
負
の
遺
産
で
子

ど
も
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い

そ
う
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
松
川
の
子
ど

も
は
元
気
良
く
挨
拶
が
で
き
、
横

断
歩
道
を
渡
ら
せ
て
く
れ
た
車
に

等
を
計
画
し
ル
ー
ル
な
ど
を
教
え

に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
体
育
部
の
大

き
な
活
動
と
し
ま
し
て
駅
伝
大
会

の
運
営
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
駅
伝

大
会
は
、　

回
を
超
え
町
民
の
皆

３０

様
に
愛
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
参
加
し
て

い
た
だ
く
各
チ
ー
ム
の
皆
様
、
そ

し
て
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
住

民
の
皆
様
あ
っ
て
の
事
と
思
い
ま

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
駅
伝
大
会
を
運

営
し
て
き
た
体
育
部
の
先
輩
方
の

努
力
に
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　

今
回
体
育
部
長
と
し
て
長
い
歴

史
の
襷
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
様
に
襷
は
駅
伝
大
会

で
は
欠
か
す
事
の
出
来
な
い
物
で

す
。
チ
ー
ム
の
志
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
渡
さ
れ
て
い
く
襷
に
は
言
葉
で

表
せ
な
い
重
み
と
想
い
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
公
民
館
活
動
も
長
い
歴

史
の
中
大
勢
の
先
輩
方
に
よ
り
襷

が
つ
な
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
秋
に
新
中
央
公
民
館
が

完
成
を
予
定
し
て
い
る
等
、
公
民

館
活
動
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

す
。
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、

こ
の
歴
史
あ
る
体
育
部
の
活
動
を

よ
り
良
い
も
の
と
し
、
次
の
世
代

へ
と
こ
の
襷
を
つ
な
い
で
い
く
事

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

体
育
部
の
活
動
に
加
え
、
公
民

館
の
活
動
が
よ
り
良
く
な
る
様
に

頭
を
下
げ
る
姿
を
見
る
と
、
町
の

明
る
い
将
来
を
彷
彿
と
さ
せ
、
彼

ら
こ
そ
が
持
続
可
能
な
地
方
社
会

を
回
し
て
い
る
の
だ
と
知
る
。

　

た
だ
晩
酌
で
酩
酊
し
、
酒
を
こ

ぼ
し
た
私
に
「
お
父
ち
ゃ
ん
。
も

う
２
回
目
だ
か
ら
、
今
日
は
お
酒

や
め
と
き
な
。」
と
哀
れ
な
父
を

不
憫
と
も
思
わ
ず
床
を
拭
い
て
く

れ
る
し
っ
か
り
し
た
娘
を
見
る
と
、

私
の
様
な
ダ
メ
な
大
人
も
社
会
に

と
っ
て
は
必
要
悪
な
の
か
と
思
っ

て
し
ま
う
。

　

「
何
で
も
か
ん
で
も
背
負
わ
さ

れ
、
長
旅
を
し
て
い
く
子
ど
も
ら

の
少
し
で
も
楽
し
み
に
な
れ
ば
」

と
考
え
、
社
会
部
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
松
川
町
公
民
館
体
育
部

の
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
高
坂
と
申
し
ま
す
。
１
年
間

皆
様
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
公
民
館
体
育
部
の
活
動
内

容
で
す
が
「
町
民
一
人
一
ス
ポ
ー

ツ
」
の
目
標
の
下
、誰
も
が
楽
し

め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
、い
わ
ゆ
る
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非

体
育
部
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
出
前
講
座

努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
度
編
集
部
と
し
ま
し
て
は
、

「
公
民
館
行
事
だ
け
で
は
な
く
地
域

の
様
々
な
活
動
に
目
を
向
け
、町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
情

報
を
月
１
回
の
館
報
ま
つ
か
わ
を

通
し
て
発
信
し
、
広
く
知
ら
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
の
秋
ご
ろ
に
は
新
し
い

公
民
館
が
完
成
し
ま
す
。
大
き
い

出
来
事
の
特
集
に
も
力
を
入
れ
、

よ
り
い
ろ
ん
な
世
代
の
町
民
の
皆

様
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
を
凝

ら
し
、
ま
た
わ
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
館
報
に
な
る
よ
う
心
が

け
ま
す
。
１
号
１
号
編
集
部
全
員

で
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
ま
で
の
実
績
を
活
か
し
な
が

ら
新
し
い
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

町
民
の
皆
様
の
声
も
不
可
欠
に
な
っ

て
き
ま
す
。　

取
材
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ま
た
原
稿
依
頼
等
で

部
員
が
う
か
が
う
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
そ
の
時
は
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
襷 
を
つ
な
ぐ

た
す
き

体
育
部
長　

高
坂
政
憲

目
指
せ　

号
！　

７００
編
集
部
長　

米
山
拓
也

「
持
続
可
能
な
地
方
社
会
に
つ
い
て
」

　

な
ん
て
書
け
ば
館
報
的
に
は

良
い
の
だ
ろ
う
け
ど
…

社
会
部
長　

堀
木
拓
也
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教
育
委
員
会

委

員

長　

湯
澤　

徳
晴（
増　

野
）

職
務
代
理　

林　
　

元
春（
町　

谷
）

委　
　

員　

清
水
す
な
を（
福　

沢
）

委　
　

員　

井
口
由
紀
子（
北
垣
外
）

教

育

長　

高
坂　

敏
昭（
中
の
村
）

社
会
教
育
委
員
会

委

員

長　

野
原　

廣
人
（
古
町
南
部
）

副
委
員
長　

山
田　

淑
子（
堤　

原
）

委　
　

員　

小
島　

愼
司
（
中
央
第
２
）

委　
　

員　

宮
澤　

紀
子（
諏
訪
形
）

委　
　

員　

宮
尾　

竜
平（
北
名
子
）

委　
　

員　

下
井　

早
苗
（
北
小
学
校
）

公
民
館
運
営
審
議
会

会　
　

長　

熊
谷　

宗
明（
議　

会
）

会
長
代
理　

鈴
木　
　

弘
（
学
識
経
験
）

委　
　

員　

森
谷　

岩
夫（
議　

会
）

委　
　

員　

有
賀　
　

稔（
中
学
校
）

委　
　

員　

下
井　

早
苗
（
北
小
学
校
）

委　
　

員　

宮
下　

千
波（
女
団
連
）

委　
　

員　

山
田　

俊
文（
社　

協
）

委　
　

員　

岡
村　

匡
人
（
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

委　
　

員　

松
田　

真
人
（
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

委　
　

員　

山
田　

淑
子
（
社
教
副
委
員
長
）

委　
　

員　

小
島　

愼
司
（
社
教
委
員
）

委　
　

員　

宮
澤　

紀
子
（
社
教
委
員
）

委　
　

員　

宮
下　
　

保
（
体
育
協
会
）

委　
　

員　

水
野　

邦
美
（
文
化
協
会
）

委　
　

員　

林　
　

秀
弘
（
学
識
経
験
）

委　
　

員　

大
澤　

健
利（
大　

栢
）

委　
　

員　

寺
沢　

茂
春（
増　

野
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

会　
　

長　

松
下　

善
幸（
長　

峰
）

副

会

長　

水
野　
　

淳（
樫　

原
）

委　
　

員　

川
上　

智
明（
諏
訪
形
）

委　
　

員　

宮
下
千
代
子
（
桑
園
中
部
）

委　
　

員　

丸
山　

政
子
（
桑
園
東
部
）

本
館
部
員

〈
社　

会　

部
〉

部　
　

長　

堀
木　

拓
也
（
下
垣
外
南
部
）

副

部

長　

細
田　
　

勲（
郷　

原
）

部　
　

員　

佐
藤　

俊
宏
（
新
井
北
部
）

部　
　

員　

小
林　

鉄
也（
清　

北
）

部　
　

員　

熊
谷　

拓
也（
増　

野
）

部　
　

員　

小
笠
原
章
文（
宗
源
原
）

部　
　

員　

知
久　

伸
也（
増　

野
）

部　
　

員　

和
田　

章
吾（
宗
源
原
）

部　
　

員　

清
水　

一
貴（
中
荒
町
）

部　
　

員　

峯
垣　

稔
之（
松　

川
）

〈
体　

育　

部
〉

部　
　

長　

高
坂　

政
憲（
中
の
村
）

副

部

長　

関　
　

優
那
（
大
島
南
部
）

部　
　

員　

塚
本　
　

聡（
上　

町
）

部　
　

員　

神
田　

康
憲（
上　

町
）

部　
　

員　

大
島　
　

崇
（
古
町
東
部
）

部　
　

員　

高
坂
秀
太
郎（　

城　

）

部　
　

員　

今
村　

剛
弘（
樫　

原
）

部　
　

員　

木
下
亜
由
美（
増　

野
）

部　
　

員　

米
山　
　

遼（
中
央
二
）

〈
編　

集　

部
〉

部　
　

長　

米
山　

拓
也
（
下
垣
外
西
部
）

副

部

長　

松
下　

佳
史（
城　

北
）

部　
　

員　

宮
下　
　

徹（
弥
久
司
）

部　
　

員　

宮
下　

和
子（
上　

町
）

部　
　

員　

坂
本　

美
帆（
福　

沢
）

部　
　

員　

宮
﨑
亜
希
子（
馬　

坂
）

部　
　

員　

光
澤　

正
之
（
清
泉
地
一
）

部　
　

員　

大
久
保
康
司（
中
荒
町
）

部　
　

員　

大
東　

洋
文（
樫　

原
）

部　
　

員　

中
島　

李
野（
宗
源
原
）

地
区
協
議
会

［
大
島
地
区
］

協
議
会
長　

佐
藤　

直
己
（
新
井
北
部
）

主　
　

事　

壬
生　
　

到（
宮　

本
）

主

事

補　

竹
内　
　

功
（
古
町
中
部
）

［
上
片
桐
地
区
］

協
議
会
長　

橋
本　

貞
幸（
上　

町
）

主　
　

事　

横
田　

和
芳（
諏
訪
形
）

主

事

補　

湯
沢　

秀
和（
上　

町
）

［
生
田
地
区
］

協
議
会
長　

下
澤　

洋
貞（
中　

山
）

主　
　

事　

池
上　
　

徹（
中　

山
）

教
育
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
関
連
）

教
育
長
兼
図
書
館
長
兼
資
料
館
長

高
坂　

敏
昭

教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
こ
ど
も
課
長

 

福
島　

敏
美

生
涯
学
習
課
長
兼
図
書
館
・
資
料
館
係
長
兼

青
年
の
家
係
長
兼
社
会
教
育
主
事

 

小
木
曽
雅
彦

公
民
館
長 

小
沢　
　

誠

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
長

　
　
　
 

片
桐
比
呂
巳

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係

　

兼
公
民
館
主
事 

望
月　

貴
生

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係

　

兼
公
民
館
主
事 

北
原　

正
将

社
会
教
育
指
導
員 

田
中　

広
作

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

市
岡　

阿
依

資
料
館 

宮
﨑　

久
美

図
書
館
司
書 

青
木　

貴
子

 

鹿
嶋　

裕
子

 

中
平
佐
知
子

社
会
教
育
施
設
管
理　

米
山　

正
彦

 

佐
藤　

史
人

名
子
原
体
育
館
管
理 

松
下　

勝
子

福
与
体
育
館
管
理 

高
坂
美
智
子

〈
松
川
青
年
の
家
〉

所　
　

長　
　
　
　
　

大
原　
　

均

次　
　

長　
　
　
　
　

長
谷
部　

守

事
務
職
員　
　
　
　
　

西
川　

信
博

事
務
職
員　
　
　
　
　

髙
田　

和
宏

事
務
職
員　
　
　
　
　

安
部
佳
代
子

事
務
補
助
員　
　
　
　

松
尾　

和
子

事
務
補
助
員　
　
　
　

赤
城　

昭
一

施
設
管
理
員　
　
　
　

下
澤　

明
人

食
堂　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

英
子

平成２８年度　松川町公民館　関係者名簿
○　地区協議会役員

主　事　補主　　事協議会長

竹内　　功壬生　　到佐藤　直己大島地区協議会

湯沢　秀和横田　和芳橋本　貞幸上片桐地区協議会

池上　　徹下澤　洋貞生田地区協議会

○　地区公民館役員

体育部長
体育部副部長

社会部長
社会部副部長

主　事
[主事補]

館　長
[副館長]
(会　計)

　　　　役　　職

地区館名　　　　

伊藤　智之
橋場　一成

湯澤　利行
松村　　圭

松下　真悟
桑原　繁美

松下　重幸
古　　　町
地区公民館

佐藤　清光
赤須　圭一

松澤　宜治
大蔵　政紀

山田　裕一
福島　賢治

佐藤　直己
上　新　井
地区公民館

二村　　伸
菅崎　　哲

島田　賢治
遠山　哲生

宮下紘一郎
下澤　勇気

小原　捷次
名　　　子
地区公民館

山田　隆道
水野　　淳
桜井　秀樹

今村　俊男
松尾　寿司
宮下　篤史

西尾　宏徳
北村　大輔

宮下　光一
上　大　島
地区公民館

竹島　政幸
外松　義則

大場　教雄
福島進一郎

横田　和芳
［湯沢秀和］

橋本　貞幸
［熊谷　誠］
（湯沢秀和）

上　片　桐
地区公民館

田澤　孝夫
日向　　明

森本　慎一
杉山　松雄

大蔵　真二
大島　龍男
（松前知見）

福　　　与
地区公民館

橋場　　裕
木下　昌浩

鎌倉　貞好
北林　幸子

塩澤　澄夫
［寺澤勝雄］

下澤　洋貞
生　　　東
地区公民館

林　　賢史
唐沢　賢史

北林　充司
北林　道紀

下平　正弘
杉山　行孝
（林　　剛）

部　　　奈
地区公民館

平
成

年
度
公
民
館
関
係
の
組
織
構

平
成　

年
度 
公
民
館
関
係
の
組
織
構
成成

２８２８
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愛称募集の
詳細は
左ページを
ご覧ください

お問い合わせ：町民体育館内「生涯学習課」

ガラスばりの玄関で
陽がさしこんで
明るいんな

窓口カウンターも
広くなっとるよ！

ひさしが長いで雨の日
でも濡れにくいんだに

イスやテーブルがいっ
ぱいあるで打ち合わせ
したり、しゃべったり
できそうだに

1 階のロビーも
2・3 階のラウンジも
広くて開放的なんな

全館下足のままでいいし
車椅子でも気兼ねなく
学習室が使えるに

今度ギャラリーで
写真展やろうかなぁ

松川の情報発信基地だに
楽しみだなぁ～

チャンネル・ユーの収録風景も見
れるし、体験もできるんだってな

あっフリースポットで
Wi-fi も使えるに！

250人も入るんだってな、
講演会に使えるに

大きい音 出しても
平気なんだに

トイレきれいで広いし各階に
多目的トイレがあるんな

ホールのイベントは
そのままチャンネル・ユーで
生中継や収録ができるんだってな

大きさの違う学習室が3室
防音の部屋が1室あるんだってな

和室の学習室と子育て交流室
調理室は内履きなんだに
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の方

20

生涯学習課

月
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生
田
中
山
ネ
ズ
ミ
尾
に
あ
る

花
崗
岩
製
の
舟
形
碑
に
男
女
の

二
神
を
浮
彫
り
し
た
道
祖
神
は
、

文
政
３
年
（　

）
４
月
の
造
立

１８２０

で
す
。

　

男
神
は
杯
を
持
ち
、女
神
は
角

隠
し
姿
で
お
神
酒
徳
利
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
祝
言
道

祖
神
」
ま
た
は
「
酒
器
道
祖
神
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
円
台
に
は

松
竹
梅
の
浮
彫
り
が
さ
れ
て
い

て
、
更
に
め
で
た
さ
を
強
調
し

て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
道
祖
神
と
は
、
ど

の
よ
う
な
神
様
な
の
か
？ 

道
祖

神
は
塞
の
神
と
も
言
わ
れ
、
塞

「
さ
え
」
と
は
「
さ
え
ぎ

る
」
の
意
味
で
、本
来
は
悪

霊
や
疫
病
な
ど
邪
悪
な
も

の
が
集
落
に
入
り
込
ん
で

こ
な
い
よ
う
に
、
村
境
・

峠
な
ど
に
祀
っ
て
き
た
の

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

が
始
ま
り
で
す
。
道
祖
神
に
は

「
縁
結
び
」「
疫
病
退
散
」「
五
穀

豊
穣
」「
家
内
安
全
」「
子
孫
繁

栄
」
な
ど
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
、

昔
か
ら
比
較
的
身
近
な
神
様
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

松
川
町
に
道
祖
神
は　

基
、

２８

内
半
分
の　

基
は
生
田
地
域
に

１３

存
在
し
ま
す
。（
松
川
町
石
造
文

化
財
第
４
集
よ
り
）
中
で
も
数

少
な
い
双
体
道
祖
神
の
中
で
、

中
山
の
道
祖
神
は
製
作
年
も
古

く
、
最
も
整
っ
て
お
り
保
存
状

態
も
良
好
。
町
を
代
表
す
る
石
造

文
化
財
と
し
て
平
成　

年
３
月

２６

　

日
に
町
の
指
定
を
受
け
ま
し

３１た
。

　
　
　

松
川
町
資
料
館

宮
﨑　

久
美

松
川
町
指
定
文
化
財

第
12
回

　

松
川
中
学
校
１
年
生
の
作
文
や

生
活
記
録
の
中
か
ら
の
抜
粋
を
掲

載
し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
中
学
生
に
な
っ
て

「
こ
ん
な
ク
ラ
ス
に
し
た
い
。
」
こ

と
は
、
１
つ
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

笑
顔
で
、「
も
っ
と
み
ん
な
で
い
た

い
な
ぁ
。
」
と
思
え
る
よ
う
な
明
る

い
ク
ラ
ス
に
し
た
い
で
す
。
理
由

は
、
中
学
で
の
生
活
は
、
３
年
し

か
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
楽
し

く
明
る
く
し
て
い
た
い
か
ら
で
す
。

明
る
い
だ
け
だ
と
、
ダ
メ
な
の
で
、

協
力
も
で
き
て
、
し
っ
か
り
と
け

じ
め
が
つ
く
ク
ラ
ス
も
い
い
で
す
。

　

い
っ
ぱ
い
友
達
も
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
６
年
生
の
と
き
に
、
あ
る

目
標
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
利
他
の
心

が
出
来
る
人
に
な
る
。
」
と
い
う
目

標
で
す
。
「
利
他
の
心
」
と
い
う
の

は
、
６
年
生
の
と
き
の
担
任
の
先

生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

他
の
人
の
為
に
出
来
る
こ
と
を
や

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
場

合
は
、「
床
に
落
ち
て
い
る
物
を
拾

え
る
人
」
に
な
り
た
い
、
と
い
う

の
が
一
番
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
、

「
親
切
心
の
あ
る
中
学
生
」
に
も
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
す
ぐ
に
助

け
て
あ
げ
た
い
。
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
人
が
い
た
ら
守
っ
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
思

う
の
は
簡
単
で
、
誰
で
も
そ
う
い

う
考
え
を
持
て
る
と
思
い
ま
す
。
一

歩
ふ
み
出
す
の
に
は
勇
気
が
い
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
が
い
じ

め
ら
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
で

す
。
私
に
は
そ
の
勇
気
が
、　

％
１００

は
な
い
で
す
。
な
の
で
、
で
き
る

事
か
ら
や
っ
て
い
き
、
最
後
に
は

一
歩
ふ
み
出
し
て
、
誰
か
ら
も
信

頼
さ
れ
る
よ
う
な
立
派
な
中
学
生

に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
入
学
式
前
、
不
安
と
き
ん

ち
ょ
う
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今

も
不
安
ば
か
り
で
す
。
で
も
自
分

か
ら
友
達
に
話
し
か
け
て
た
く
さ

ん
友
達
を
作
り
た
い
で
す
。
部
活

も
た
の
し
み
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
中
学
で
１
年
２
組
に

な
り
、
小
学
校
か
ら
の
友
達
が
た

く
さ
ん
い
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

体
育
館
に
入
場
す
る
と
き
に
、
た

く
さ
ん
の
先
ぱ
い
が
い
て
き
ん
ち
ょ

う
し
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
の
話
を
聞
い
て
、
明
日
か
ら

楽
し
み
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
北

小
の
人
達
と
も
仲
良
く
な
っ
て
１

年
間
楽
し
く
す
ご
し
た
い
で
す
。

　

今
日
は
、
た
く
さ
ん
の
中
央
小

の
女
の
子
と
男
の
子
と
し
ゃ
べ
り

ま
し
た
。
北
小
で
は
、
中
央
小
が

な
ん
と
な
く
こ
わ
く
て
中
学
校
や

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
今
日
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
ら
す
ご

く
し
ゃ
べ
り
や
す
く
て
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
で
な
ん
だ
か
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
ク
ラ
ス
に

し
た
い
で
す
。

　

今
日
は
、
友
達
が
増
え
る
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校

へ
行
っ
た
ら
、
は
じ
め
て
話
し
か

け
て
く
れ
る
人
が
い
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
他
に
も
４
人
く
ら
い
と

は
じ
め
て
話
せ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
だ
、
友
達
は
少
な
い
の

で
こ
れ
か
ら
他
の
人
と
も
仲
よ
く

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
日
は
、
中
央
小
の
友
達
が
で

き
ま
し
た
。
と
な
り
の
人
は
、
と

て
も
明
る
い
人
で
と
て
も
よ
く
話

せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
っ
て
楽

し
い
生
活
を
送
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

１
日
を
終
え
て

　

今
日
、
中
学
校
で
最
初
の
日
を

す
ご
し
ま
し
た
。
き
の
う
は
中
央

小
の
人
ば
っ
か
り
で
い
ろ
い
ろ
と

話
せ
な
か
っ
た
け
ど
、
今
日
は
、

た
く
さ
ん
の
人
と
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
、
３
人
だ
け
ど
友

達
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
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地
域
の
活
動
に
関
わ
り
を
も
ち
た

い
と
話
さ
れ
る
館
長
は
、
本
館
三

部
の
合
同
部
員
会
で
も
積
極
的
に

部
員
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
は
人
見
知
り
で
（
ま

わ
り
が
何
と
言
お
う
と
）
、
初
対

面
の
人
に
は
気
を
つ
か
っ
て
し
ま

い
が
ち
。
館
長
と
の
取
材
も
、
何

を
お
聞
き
し
よ
う
か
、
と
ド
キ
ド

キ
で
し
た
が
、
ニ
ッ
コ
リ
さ
れ
た

時
の
眼
鏡
の
奥
の
目
が
供
一
僑
の

字
の
よ
う
に
細
く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
、
と
っ
て
も
優
し
い
ホ
ン

ワ
リ
と
し
た
感
じ
で
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
ま
と
ま
ら
な
い
質
問
に
も

イ
ヤ
な
顔
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
優

　

今
月
号
の
供
ひ
と
僑
は
新
館
長

の
小
沢
誠
さ
ん
。

　

「
こ
ん
に
ち
わ
ー
」
取
材
の
時

間
に
公
民
館
の
事
務
所
へ
伺
う
と

Ｙ
シ
ャ
ツ
姿
で
作
業
さ
れ
て
い
る

館
長
の
姿
が
…
。
聞
け
ば
、通
知
文

書
の
発
送
作
業
の
お
手
伝
い
と
か
。

　

上
着
を
着
て
く
だ
さ
る
と
い
う

の
を
無
理
に
お
願
い
し
て
、
そ
の

ま
ま
そ
の
場
で
お
話
し
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

長
年
の
教
職
を
終
え
ら
れ
た
後

現
在
は
名
子
北
部
の
自
治
会
長
を

さ
れ
て
お
り
、
先
日
の
神
護
原
神

社
の
御
柱
祭
に
参
加
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
公
民
館
活
動
を
と
お
し
て

し
い
供
一
の
字
目
僑
の
笑
顔
で
接

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

紹
介
の
文
章
と
い
う
と
、
今
ま

で
の
経
歴
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な

ど
が
普
通
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

私
は
小
沢
新
館
長
の
笑
顔
を
イ
チ
・
・

押
し
・
・
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
眼
鏡
の
奥
の
供
一

の
字
目
僑
笑
顔
の
館
長
に
会
い
に

公
民
館
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

（
編
集
部
：
宮
下
）
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イ
チ
押
し
笑
顔
の
新
館

イ
チ
押
し
笑
顔
の
新
館
長長

小
沢

誠

さ
ん（
名
子
北
部

小
沢　

誠 

さ
ん（
名
子
北
部
））

　

３
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー

で
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
国
際
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
。
競
技
種
目
「
洋

裁
（
応
用
）
」
の
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
た
小
倉
光
男
さ
ん
。
２
０

１
２
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た

「
長
野
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大

会
）
」
で
優
勝
し
、
４
年
に
一
度

開
催
さ
れ
る
国
際
大
会
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
制
限
時
間
内
に
課
題

の
ブ
ラ
ウ
ス
を
仕
上
げ
る
た
め
、

い
く
つ
も
の
デ
ザ
イ
ン
を
想
定
し
、

一
年
前
か
ら
特
訓
を
開
始
。
苦
手

を
克
服
し
よ
う
と
供
ボ
タ
ン
ホ
ー

ル
の
手
縫
い
僑
に
は
特
に
時
間
を

か
け
、
一
つ
を　

分
で
仕
上
げ
ら

１５

れ
る
ま
で
に
技
を
磨
き
ま
し
た
。

「
国
際
大
会
の
課
題
は
セ
ー
ラ
ー

ブ
ラ
ウ
ス
で
し
た
。
見
本
を
見
た

時
に『
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
が
な
い
！
』っ

と
な
っ
て
力
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
。

技
術
で
勝
負
す
る
と
い
う
意
気
込

み
が
強
す
ぎ
て
、
独
自
性
を
出
せ

る
装
飾
に
ま
で
考
え
が
及
ば
な
か
っ

た
」。
入
賞
に
あ
と
一
つ
届
か
な

か
っ
た
結
果
を
悔
や
み
つ
つ
も
、「
よ

い
経
験
が
で
き
た
。満
足
で
す
」。
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フ
ラ
ン
ス
で
開
催「
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
出

フ
ラ
ン
ス
で
開
催「
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
出
場場

小
倉

光
男
さ
ん（
間
沢

小
倉　

光
男
さ
ん（
間
沢
））

小倉さんが国際大会で仕上げた
セーラーブラウス

フランス・ボルドーでの大会の様
子。制限時間6時間で型紙取り、生
地の裁断、縫製、仕上げのアイロ
ンがけまでを行います。会場へ持
ち込める道具はハサミ、針など決
められたもののみ。主催者が用意
したミシンは家庭用だったため、
日ごろ使用している工業用、職業
用とは勝手が違ったそう

む
ん
む
ん

北
小
６
年　

森
下
留
圭

ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン

ぼ
く
が
学
校
か
ら
帰
っ
て

階
段
を
の
ぼ
る
音
が
す
る
と

い
つ
も
ほ
え
る

宿
題
を
す
ま
せ
た
ら

い
っ
し
ょ
に
ベ
ラ
ン
ダ
で
遊
ぶ

走
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り

ジ
ャ
ー
キ
ー
を
持
っ
て
い
く
と

お
す
わ
り
を
す
る

「
お
手
」
と
言
う
と

右
手
を
ぼ
く
の
手
の
上
に
出
す

頭
の
い
い
犬
だ

今
、
八
才

何
才
ま
で
生
き
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

も
っ
と
遊
び
た
い
か
ら

長
生
き
し
て

お
仕
事　

が
ん
ば
っ
て
ネ

北
小
６
年　

米
山
楓
果

お
父
さ
ん
の
仕
事
は

道
を
広
げ
た
り
家
を
住
み
や
す
く

し
た
り
す
る
仕
事

お
父
さ
ん
は

「
す
ご
い
な
ぁ
」と
思
え
る
存
在

お
父
さ
ん
の
作
っ
た

家
や
道
路
を

見
た
こ
と
が
あ
る

古
い
道
や
家
が
大
変
化
し
て
い
た

寒
い
冬
や
暑
い
夏

温
度
の
差
が
は
げ
し
い
け
ど

私
た
ち
の
た
め
に
、
お
仕
事
を

が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う堀

木　
 

子
（
諏
訪
形
）

目
立
ち
き
し
嫁
の
お
腹
を
撫
で
な
が
ら
不
妊
治
療
の
辛
き
を
労
う

赤
子
抱
く
亡
き
父
夢
に
現
れ
し
正
夢
と
な
り
嬉
し
さ
込
み
上
ぐ

痛
む
足
庇
い
ス
ー
パ
ー
に
カ
ー
ト
押
す
私
の
足
に
春
よ
は
よ
こ
い

新
聞
で
吾
の
短
歌
を
見
し
友
が
病
を
案
じ
手
紙
を
く
る
る

毎
日
を
御
柱
の
準
備
に
追
わ
れ
い
て
文
句
も
言
わ
ず
男
ら
夢
中
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近
く
に
あ
る
寺
社
の
境
内
。
か
な
り

大
き
い
で
あ
ろ
う
岩
の
一
部
だ
け
が
地

面
か
ら
出
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
そ
の

岩
の
平
な
部
分
に
は
直
径
５
～
６
㎝
の

供
く
ぼ
み
僑
が　

カ
所
ほ
ど
あ
り
、
雨

１０

が
降
れ
ば
雨
水
が
た
ま
り
、
桜
の
季
節

は
散
っ
た
花
び
ら
が
入
り
、
時
に
は
ア

リ
や
虫
が
上
へ
下
へ
と
は
っ
て
い
る
。

　

「
い
っ
た
い
何
か
な
」
と
不
思
議
に

思
っ
た
の
は
、
は
る
か
昔
。
小
学
生
の

こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
、
雨
上
が
り

に
く
ぼ
み
に
た
ま
っ
た
雨
水
を
つ
ま
先

で
蹴
っ
て
外
へ
か
き
出
し
て
遊
ん
で
い

た
ら
、
通
り
か
か
っ
た
祖
母
が
や
っ
て

き
て
教
え
て
く
れ
た
。「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
摘
ん
で
き
た
草
花
や
拾
っ
て
き
た
木

の
実
を
石
で
叩
い
た
り
、
す
り
つ
ぶ
し

た
り
し
て
遊
ん
で
い
た
時
に
で
き
た
く

ぼ
み
な
ん
だ
よ
」と
。
そ
の
時
は「
へ
ぇ
」

と
言
っ
て
、
同
じ
遊
び
を
数
回
や
っ
て

み
た
よ
う
な
。

　

今
思
う
と
、
明
治
生
ま
れ
の
祖
母
た

ち
に
と
っ
て
、
遊
び
の
道
具
は
野
外
に

あ
る
自
然
物
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ど
の
く
ら
い
繰
り
返
せ
ば
こ
ん

な
に
岩
が
く
ぼ
む
の
か
。
遊
び
に
興
じ

る
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

平
成　

年
春
、
祖
母
た
ち
が
残
し
た

２８

遊
び
の
痕
跡
を
見
て
感
じ
た
こ
と
。

（
坂
本
美
帆
）
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今
月 の 公 民 館

外観はシートで覆われていますが、

内部では着々と工事が進んでいます。

出場選手・結果

出場選手・結果

4月29日（金・祝）
松本平広域公園陸上競技場発着
松川町　2時間27分39秒
町の部　第5位　　総合　第23位

第１区　２.０３㎞　松尾　玲佳　８分４秒

第２区　５.０９㎞　大沢　　聖　１６分４０秒

第３区　３.０２㎞　中島　快都　１１分１４秒

第４区　５.７８㎞　松下　拓磨　１９分４秒

第５区　６.１２㎞　米山　祐貴　２０分５秒

第６区　４.３７㎞　古林　拓哉　１６分５７秒

第７区　３.０２㎞　山岸　鈴加　１１分４４秒

第８区　５.７８㎞　小池　隼人　２１分１１秒

第９区　６.９８５㎞  松山　克敏　２２分４０秒

4月29日（金・祝）
松本平広域公園陸上競技場発着
松川町　23分18秒
町の部　第4位　　総合　第18位

第１区

　１.５５㎞  佐藤　悠花（中央小６年） ５分１８秒

第２区

　１.５㎞　関島　瑠愛（北小６年）　 ６分２２秒

第３区

　１.５㎞　佐藤　綾花（中央小６年） ５分４８秒

第４区

　１.５５㎞  近藤　皓哉（中央小６年） ５分５０秒


